
設定目標（抜粋）
１、生徒個々の適切な進路指導
２、選抜クラスについて
・1年生を2クラス編成にする。
・学級担任、教科担任の指名について
・スタディーサポートについて
・選抜クラス担任会議をj実施し、横の連携を図る。
３、看護医療について
・看護医療ガイダンス等を実施し、適切な進路選択を促す。
・看護医療の学力（専門用語、計算力等）の向上
・看護体験の促進
４、放課後の特別講座について
・講座内容の充実
・検定や資格講座を中心に、講座の増設
・検定試験の推奨
５、清和大学併設校入試について
・入学者50名、特待生5名を目標に、勧誘する。
・公務員ガイダンス等を含め、清和大学との高大連携を進める。
６、清和大学短期大学部併設校入試について
・入学者６０名、特待生5名以上を目指す。
・新校舎の完成をPRする。
・1・２年次から保育幼児教育コースの希望者増を図り、3年次の受験につなげる。

自己評価
優れている＝３
適切　　　　＝２
要改善　　　＝１

１、生徒個々の
適切な進路指導

1、選抜クラス
　　　　について

加わり、意見を交換した。

1年生の選抜クラスは、
補習の受講者や、検定
受験者も多く、意欲が感
じられる。教科担当も
意識を持ち、学力向上や

意識付けを意図して
授業や教材、カリキュラム
編成の工夫がみられる。
クラス担任と生徒、進路
指導部との面接の機会

いきたい。
選抜クラスの担任会議に
進学指導部長、次長も

関しては、ハウス長を交えて随時

点検・評価項目 総括・意見等 特記事項

選抜クラスの編成に関しては、
３年生は従来通り1クラス。
1、２年生に関しては、2クラス編成
を実施。2クラスとも、放課後の

3

特別講座の受講者も例年より
多く、意欲が感じられ、2クラス
競い合い、切磋琢磨する様子が
伺える。定期試験の平均点も
他クラスより高い。次年度以降に

審査、変革をしていく方針。

を進めていく方針である。

進路に関する

が多くとれるようにして

3

進学指導部で、当番制を敷き、
昼休み・放課後の進路指導を
適宜行った。また、進学便りの
発行、ガイダンスの実施を通し

令和元年度　学校評価における中間報告
　　進学指導部
　　　　　　　森下　文弥

担任会議を開き、学年を超えて
選抜クラスについて、適宜協議

必要な情報を適宜提供した。

　業者の助力を得てガイ
ダンスを多く実施し、進路
選択をスムーズに行える
よう指導した。

昨年度に引き続き、選抜クラス



２、看護医療
　について

３、放課後の
　　特別講座に
　　ついて

４、清和大学
　　併設校入試
　　について。

れる。
新規に日本語検定を実施したが
放課後講座の開講までは至ら
なかったが、合格者は多かった。

多く出している。各講座も、毎回
欠席者も少なく、意欲が感じら

3年生は、AO入試や推薦
入試を希望するものが

対策講座が８名と、例年

4月の看護医療ガイダンス
の出席者が７0名、看護
医療小論文の特別講座
参加者が10名、小論文

が求められてくる。

に比べて少ない。
看護医療計の学校は、
面接試験と平行して、学科
試験（国語・数学）を課す
ところが多くなっており、

かなりの割合を示す。看護士の

軒並み好調で、各級に合格者を

希望者数に見合うだけの受け入
れ校がなく、進路変更を余儀なく
される者も多くなると予想される。
面接指導等、進学指導部を中心
に行うが、手が足りていない。
講座受講者、延べ200人を超え

今後は基礎学力の向上

名を超え、進路希望分野の中でも

3

数が講座に申し込んだが
講座内で、生徒の実力に
差が生まれ、同じ講座でも
能力別、到達度別に開講
できればよいと思う。

多く、小論文や看護医療
の講座に人気が集中して
しまう傾向が見られ、受験
講座の人数が増えなか
った。1年生は、多くの人

世界遺産検定を新設し希望者も
多い。漢字検定や英語検定も

（重複受講者含む）た。新しく

希望者は放課後の特別講座や
個々に小論文の指導を受けるな
ど、意欲的な動きが見られる。
看護医療模擬試験などを受ける
生徒は例年より少ない。指定校
での進学希望者が圧倒的に多く

看護医療系の進路希望者は７０

AO入試や、推薦入試の
清和大学・短期大学部 結果が出て、進路変更

（8月31日現在） 締め切りを各月の月末に
清和大学 設け、募集したところ、
　併設校希望者　28名 8月末の時点で左記の

密にし進めていく必要が
あり、短大は新校舎を前
面に出しPRしていく。

2

れる。
清和大学側との連絡を

3

　併設校希望者　 4１名 などの希望者が出てくる
と考えられるので、今後
希望者の増加が見込ま

　AO入試希望者　３名 人数の希望者が出た。


